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令和８年度（２０２６年度） 

熊本市制１００周年記念人づくり基金 

募集案内 

 

【申込受付期間】（文化政策課必着） 

１ 前期（４月～９月に開始する研修等を対象）←受付を終了しました 

令和７年（２０２５年）１２月１日（月）から 

令和８年（２０２６年）２月１３日（金）まで 

  ２ 後期（概ね１０月～翌３月に開始する研修等を対象） 

令和８年（２０２６年）５月 １日（金）から 

令和８年（２０２６年）７月１５日（水）まで 

【募集区分】 

 海外研修援助・国内研修援助・その他の援助・褒賞 

 

 

※熊本市の予算状況等により、本募集案内の内容を変更する場合があります。 

 

※援助対象者に選定された場合であっても、社会情勢や行先の安全状況等に 

よっては、補助金の交付ができない場合があります。 

【お問い合わせ先】 

熊本市文化政策課 

〒860-8601 熊本市中央区手取本町 1-1 

TEL:(096)328-2039 FAX:(096)324-4002 

E-mail:bunkaseisaku@city.kumamoto.lg.jp 
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１．「人づくり基金」の趣旨  

 

熊本市では、社会の様々な分野で、将来の熊本市のリーダーとしての役割を果たすこ

とができる創造性豊かな人材を育てることを目的に、平成元年に熊本市制１００周年記

念人づくり基金を創設し、平成３年より援助を開始しました。  

環境、社会福祉や文化などそれぞれの目指す分野から、社会に貢献しようという熱意

にあふれる人を募集し、研修を受けるために必要な費用などを支援しています。 

 

２．対象者の要件  

 

（１）次に掲げる区分に応じた要件を満たす人（市税を滞納していない人に限る） 

個人：熊本市内に住所を有すること 

団体：熊本市内に本拠地又は事務所があること 

 

（２）①「社会の各分野での活動の実績」があり、かつ、②「指導的役割を果たす見込み」

があると認められること 

  

 

 

 

 

 

 

①「社会の各分野での活動の実績」とは 

専門とする分野における経験期間、資格、賞歴、学歴、大会出場歴、社会貢

献などの実績が客観的に認められることを指します。 

 

※次のような場合は援助の対象となりません。 

・その分野について初めて学ぶ（または経験期間が短い）場合 

・専門とする分野での資格、賞歴、学歴、大会出場歴、社会貢献などの実績

が客観的に認められない場合 

 

②「指導的役割を果たす見込み」とは 

申請者が将来の熊本市の指導者（リーダー）となり、自らが後進の指導育成

の役割を果たす人材となる見込みを指します。 

 

※次のような場合は援助の対象となりません。 

・研修等の目的が、単なる資格取得や自己実現にとどまる場合 

・研修等の内容が、短期間または小規模であるなど、人材育成に著しく貢献

することが期待されない場合 
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３．援助の区分と内容  

 

（１）海外研修援助 

海外の優れた知識若しくは技術の習得又は国際交流への貢献に対して援助します。 

※援助期間は１年以内です。 

 

  ＜要件＞ 

・ 留学、国際会議、研修等の内容、日程が具体的に定められ、相手方の対応が文

書等で確認できること。 

・ 国際交流事業については、その内容が具体的に定められ、国際交流に著しく貢

献することが期待されること。 

 

  ＜援助額＞ 

研修費用          上限１００万円 

旅費の３分の１の額  上限 １０万円 

 

 

（２）国内研修援助 

   社会の各分野で、知識又は技術を習得するため、国内で行われる研修、研究、講演

会等への参加又は研修等の実施に対して援助します。 

※研修等の援助期間は１年以内です。 

※熊本県内での研修は、原則、援助対象となりません。 

 

  ＜要件＞ 

・上記の内容、日程が具体的に定められ、相手方の対応が文書等で確認できること。        

  ・実施しようとする研修等の内容及び構想が、具体的に定められ、文書等で確認で 

きること。 

・人材育成に著しく貢献することが期待されるものであること。 

 

  ＜援助額＞ 

研修費用          上限１００万円 

旅費の３分の１の額  上限 １０万円 

 

 

（３）その他の援助 

   援助することにより、社会の各分野において指導的役割を果たすべき、国際感覚を

備えた創造性豊かな人材の育成が期待されるものに対して援助します。 

 

＜援助額＞    上限 ５０万円 
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（４）褒賞 

   褒賞することにより、将来にわたって更なる活動が期待される人に対して、顕彰し

ます。 

 

 ＜要件＞ 

・全国大会レベル以上の大会において、最高位の賞を受賞した人。 

※全国大会とは、予選参加者含む総参加者数が１００人以上（団体の場合１００組）

で、過去１０年以上継続し、その実績が全国的に認められている全国規模の大会の

こと。ただし、スポーツ分野については対象外。 

・その他、褒賞することで本市のイメージアップに貢献するような活躍が期待される 

人。 

 

 ＜援助額＞   上限 ３０万円 

 

 

 

＜これまでに援助した研修などの例＞ 

環  境：ヨーロッパの歴史的環境や町並みの保護政策に関する研修 

      環境教育のネットワーク作りと指導者育成のための研修 

社会福祉：出産・子育て支援についての研修やワークショップの受講 

      専門機関での応急手当普及に関する研修 

文  化：海外各地での音楽、ダンス、現代アート等の研修 

      国内各地での伝統芸能（邦楽器・舞踊等）技術の習得 

そ の 他：欧州大学院大学での住民自治等に関する研修 

      ファッションデザイン基礎及び実践技術の習得 

      地域づくりに関するワークショップの受講 

＜援助対象外となる例＞ 

・他の助成制度からの助成等を受けている場合 

・高校卒業後の国内外の大学進学 

・語学研修にかかる費用 

・申請時、既に開始している事業 

・学術研究など、大学内で研究費として予算化されることが適当であるもの 

・職場研修の一環として行われる研修会参加等 

・人づくり基金の援助を受けた人が、再度申込みする場合 

（ただし、その後の活動又は業績が特に優れた実績のある人は除く。） 

・その他人づくり基金選定委員会が援助にふさわしくないと認めるもの 
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４．対象となる経費  

援助の対象となる経費は、研修等にかかる研修費及び旅費のみです。 

宿泊費や生活費等は除きます。以下をご参照ください。 

 

（１）研修費  

 授業料・研修会参加費・個人指導代・文献購入費・道具使用料・材料費・その他研修

に直接必要と認められるもの。 

 

（２）旅 費  

①海外研修にかかる旅費 

・出発する空港から、研修先の直近の国際空港までのエコノミークラスの往復航空

運賃 

・自宅から空港まで、空港から研修先までの旅費は対象外です。 

 

②国内研修にかかる旅費 

   ・熊本駅、熊本空港又は桜町バスターミナルを起点とした最も経済的な通 

常の経路及び方法により旅行した場合の往復の運賃。   

・航空機、鉄道又はバスを使用する場合の往復区間最安値となる運賃を適

用します。 

・上記以外の交通機関（自家用車又はタクシー等）に関する旅費は対象外

です。 

 

５．申込受付期間  

 

（１）前期（４月～９月に開始する研修等を対象） ←受付を終了しました 

令和７年（２０２５年）１２月１日（月） 

～ 令和８年（２０２６年）２月１３日（金） 

※土曜日、日曜日及び祝日を除く。（文化政策課窓口必着） 

 

（２）後期（概ね１０月～翌３月に開始する研修等を対象） 

   令和８年（２０２６年）５月１日（金） 

          ～令和８年（２０２６年）７月１５日（水） 

※土曜日、日曜日及び祝日を除く。（文化政策課窓口必着） 

 

６．援助申込書の提出方法  

 

事前に要件に該当するか等を確認しますので、文化政策課にご相談くださ

い。 

＜提出先＞  

〒860-8601（専用郵便番号）熊本市文化政策課  
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メール：bunkaseisaku@city.kumamoto.lg.jp 

    （熊本市文化政策課メールアドレス） 

      

７．提出書類  

 

（１）援助申込書 

（２）研修先の受入証明書（通知書等） 

（３）研修費用を証明できる書類 

（４）推薦書 ※申込者を紹介する推薦文書（推薦者署名付き） 

（５）本人確認（氏名・生年月日・住所）ができる書類 

   例：住民票抄本、自動車運転免許証の写し等 

（６）証明写真（規格 縦 40mm×横 30mm） 

（７）市税滞納有無調査承諾書 

（８）渡航費用の見積書（海外研修のみ） 

   ※各種割引等を利用し、可能な限り安価なもの 

（９）上記（２）・（３）・（４）・（８）が外国語表記の場合は、日本語訳文 

 

※応募書類の内容等について、文化政策課から問い合わせることがありますの

で、応募書類の写しを一式保管してください。 

なお、応募書類は返却いたしませんので、あらかじめ御了承ください。 

mailto:bunkaseisaku@city.kumamoto.lg.jp
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８.援助決定とその後の手順  

  

（１）援助の決定 

援助対象者および援助金額は、人づくり基金選定委員会による審査を 

経て市長が決定し、その結果を申込者に通知します。 

 

（２）補助金交付申請書の提出 

  援助対象者は、速やかに補助金交付申請書を提出してください。 

補助金交付申請書の受理後、補助金の交付決定を行い、通知します。 

 

（３）事業実績報告書等の提出 

  事業終了後、研修費・旅費の領収書及び研修の様子や内容の分かる写真を

添えて、実績報告書及び事業決算書を提出してください。 

  年度を越えて事業を継続するときは、年度ごとの申請が必要になります。 

 

【費用の精算について】 

利用者氏名、利用日及び利用内容等が記載された領収書を提出してください。 

 予定の費用に満たなかった場合は、補助金額を減額します。 

（すでに補助金の交付を受けている場合は、返還していただきます。） 

 

 なお、予定の費用を超えた場合の追給はありません。 

 以上をもとに、補助金を確定し、補助金の確定通知を送付します。 

 

 

９.研修・活動状況報告等  

 

援助対象者は、事業終了後、事業内容及び今後の取組予定等についての報告

会への出席や、「人づくり基金」広報等にご協力をお願いします。 
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収 入 

項  目 予算額（円） 積 算 基 礎 

人づくり基金 

 

自己資金 

 

 

 

 

276,000 円 

 

24,000円 

援助希望額 

 

合  計 300,000円 （注）支出欄の合計額と一致させて下さい 

支 出 

項  目 予算額（円） 積 算 基 礎 

 

研修費 

 

 

 

 

 

指定教科書代 

 

 

 

旅費 

（熊本―東京） 

 

 

 

旅費 

（空港―研修先） 

 

150,000円 

 

 

 

 

 

6,000円 

 

 

 

120,000 円 

 

 

 

 

24,000円 

 

 

 

①研修先 A 

月額 15,000円×6ヶ月 

②研修先 B 

 月額 20,000円×3ヶ月 

 

 

3,000円×2冊 

「○○の理論」、「△△資料集」 

 

 

往路 10,000円×6回 

復路 10,000円×6回 

 

 

 

往復 4,000円×6回 

 

※ 海外研修の場合、旅費の見積書を添付し

て下さい。 

合  計 300,000円 （注）収入欄の合計額と一致させて下さい 

 

備 考 欄  

 

申込書（予算書）記入例 

各研修先の

研修費内訳

を記載 

指定教科書等が

ある場合、書籍

名を記載 

往復区間最安値の運賃 

※各種割引又は回数券等を使用 


